
そのような多くの観光客が来島する

中で、市内スーパーの混雑や、道路

の渋滞、ごみの増加、サンゴへの被

害など、市民から島の環境悪化に対

する懸念の声が聞こえた。環境に配

慮した観光のあり方について啓発す

る必要性が生じたことから、GCF（ガ

バメントクラウドファンディング）

を活用して寄附金を募り、観光客へ

エコアイランド宮古島のビジョンを

周知するためのエコパスポートを

２万部制作した。現在、宮古空港・

下地島空港・宮古島観光協会等にて

配布している。また、「千年先の、

未来へ。」残したい風景の撮影やエ

コ活動を行う市民を取材し、SNS

ィア等で大きく取り上げられた。

　一方で、市民から「エコアイラン

ドとは何かよく分からない」、「自分

たちの生活と関わりを感じられない」

「取組の重要性は理解できるが、ど

う関わればいいか分からない」とい

った声も聞こえてきたことから、今

後、エコアイランドの取組を市民主

体の持続的な取組に繋げていくため

には、「エコアイランド宮古島」を

再定義し、島民とイメージを共有で

きる新たな標語を設定する事を重視

した。

　市民意見を最大限反映するために、

「ゆくりば（宮古島の言葉でおしゃ

べりの場）」と銘打ったワークショ

ップを開催した。多様な意見がある

中、標語へまとめることへの難しさ

を感じつつも、宮古島の自然を次世

代へ継承したいという共通の想いと、

島で共に生きていくことを表現する

キーワードを拾い上げ標語案を作成

し、パブリックコメントを実施。そ

こからの意見を集約し、標語を「千

年先の、未来へ。」に決定した。

「千年先の、未来へ。」	
実現のために

　新しい標語は市民の認知度を高め

るためのロゴマークを使用したポス

ターなどにより好評を得ている。そ

の中で宮古島市はこの標語を実現す

るための取組として、GCF（ガバ

メントクラウドファンディング）を

活用したエコパスポート制作を行っ

た。

　新型コロナ感染症のまん延以前、

宮古島市の観光客数は100万人超

が来島していた。平成27年度にお

ける観光客数の50万人台からする

と倍増という状況だった。しかし、

を活用して島内外に向けてPRを行

っている。

　その他にも持続可能な島づくりに

関連した取組をしているゲストを招

き対談を行う「せんねんトーク」と

いうイベントの開催など様々な事業

や取組を通して「エコアイランド宮

古島」を推進している。これからも

宮古島市の暮らしや人々の想いが、

「千年先の、未来へ。」つながってい

くよう取り組んでいきたい。

GCFを活用して
作成した
エコパスポート

「千年先の、未来へ。」残したい風景として撮影された写真

宮古島市企画政策部エコアイランド推進課
主任主事　友利翔太
エコアイランド推進課代表メール
ts.ecotown@city.miyakojima.lg.jp
エコアイランド宮古島公式サイト
https://eco-island.jp/
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　気候変動は、英語で「wicked problem（厄介な問

題）」と呼ばれている。なぜなら問題の原因も解決策

も多岐に渡るからだ。また、個々の対策だけでは問題

全体の解決に至らない点もその特徴である。気候変動

は、人類に複雑な課題を課している。エネルギー消費、

交通、食料生産システム、土地利用、廃棄などの人間

活動が気候変動を引き起している一方で、温室効果ガ

スの排出削減に向けた様々な対策もなされている。例

えば、エネルギー利用の効率化や再生可能なエネルギ

ー源への転換が促進されるとともに、森林破壊の緩和

や湿地再生の取組も行われている。市民や政策決定者

は、単純な解決策を好む傾向にあるが、気候変動に対

してはあらゆる手段を講じる必要がある。

　気候危機に対する様々な解決策には一つの共通点が

ある。それは世界の人々のアクションが必要であると

いうことだ。過去30年以上に渡り、気候変動の現象

を理解するための努力が重ねられ、地球システムや人

間が地球に与える影響などについて膨大な知識を得る

ことができた。そのこと自体は大きな進歩である。し

かし、詳細な観察やモデル構築の多くは分析的なもの

で、問題の緊急性を定義することには役立ったが、人々

の行動変容にはつながらなかった。今、必要なのは問

題解決に向けた地球規模のアクションである。気候変

動に関する知識を実行可能な解決策に転換するために

は、何を知っているかではなく、どのような行動を起

こすのかに焦点を当てた教育が必要である。

　歴史的にみると、人類は直面する問題を解決するた

めに学習し、適応するために能力を活用してきた。学

習には、記憶して応用するための知識だけではなく、

課題を克服するためのスキルや、実践する態度も含ま

れていたのである。しかし、産業革命初期の頃から教

育のプロセスは大きく変化し始めた。学校教育システ

ムが構築され、労働力として必要となる限定的な技術

の獲得と知識の蓄積が重視されるようになった。産業

システムによる化石燃料の排出が始まったまさにその

頃から、実践する態度が学習成果から切り離され始め

た。気候危機に対応し、我々の未来を守るためには、

今こそ学習と実践の融合に向けた転換が必要である。

　近年、学校教育の一部では気候変動に関する授業の

中に温室効果ガス削減に向けた実践が組み込まれるよ

うになったが、児童や学生のみならず、大人も企業に

おける社員研修や、消費習慣および日常生活の見直し

などを通じて学び、行動しなければならない。また、

都市や自治体は、市民向けの啓発キャンペー

ン等を通じ、どんな行動が気候変動の緩和あ

るいは適応に大きな効果があるかを伝える必

要がある。あらゆる人々が、気候を守るため

に考えるだけでなく、行動することを学ぶこ

とが、気候変動対策のための教育なのである。

GLOBAL VIEW

気候変動対策と教育

研究者の視点

フィリップ・ヴァウター 
国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）コンサルタント

UNU-IASのコンサルタント。「イノベ
ーションと教育」プログラムにおいて
気候変動及び成人教育をテーマに、
温室効果ガスの削減のために必要な
人々の行動の変化や社会の仕組みに
ついて研究している。 

フィリップ・ヴァウター
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H O T T O IP C

地域レベルにおける気候変動対策
グローバルRCEネットワークにおける

持続可能な開発のための教育（ESD）プロジェクト

　「地域レベルにおける気候変動対策： グローバル

RCEネットワークにおけるESDプロジェクト」と題

した本出版物は、気候変動の緩和・適応に向けた実践

力を育むために世界各地のRCE（国連大学が認定す

るESDに関する地域の拠点）が地域コミュニティに

おいて実践するESDのうち、12件の優れた事例を紹

介している。プロジェクト推進のきっかけや理由、課

題、知識と行動の必要性を効果的に伝えるための教訓

などが掲載されており、読者が自身のコミュニティに

おいて気候変動対策のためのESDを実践する際のヒ

ントになる。

　例えば、RCE東ウガンダ広域圏では、教師と生徒

が教室を離れ、近隣の二酸化炭素の排出量あるいは吸

収量の多い場所を実際に訪れて授業を行っており、学

校のみならずコミュニティ全体における学びや行動に

つながっている。RCEベラルーシは首都ミンスク市

において、気候にやさしい都市づくりについての啓発

や研修などを通じ、気候変動の緩和や適応に関する計

画の策定や実践における市民の参画を促している。ま

た、RCEアトランタ広域圏は、農家と協力し、気候

変動により上昇する気温や湿度から労働者の健康を守

る方法について調査を行い、改善に向けた研修や取組

を行っている。

　その他にも、様々なツールを活用したプロジェクト

が紹介されている。RCE岡山は、バーチャル・リアリ

ティの技術を活用しており、イベントに参加する小中

高生はパラオの観察地における気温や二酸化炭素濃度

のデータをリアルタイムで観測することができる。

RCEデンマークは、大工を目指す学生が建築分野にお

ける温室効果ガス削減について学び、実習で応用して

いる。また、RCEボゴタは、主に若者を対象とし、

ワークショップやソーシャルメディアを活用したノン

フォーマル教育を通じて、低炭素で

持続可能なライフスタイルを推進し

ている。これらの事例は、気候変動

対策のために、教育を通じて、知識

を行動に転換する様々な方法を理解

する際の参考になる。本出版物が、

世界のより多くの地域コミュニティ

において気候変動教育が推進される

きっかけになることを期待する。

「地域レベルにおける気候変動対
策：グローバルRCEネットワーク
におけるESDプロジェクト」
https://rcenetwork.org/portal/
sites/default/files/flipping_
book/climate_projects.html
RCE(ESD に関する地域の拠点）
https://www.rcenetwork.org/
portal/

RCE東ウガンダ広域圏Oyege Ivan
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　サステナブルな生活に興味があるが、何をしたら良いか
わからない。そんな方は、是非アプリから始めてみてはい
かがだろうか。
　人や地球に優しいお店と出会える無料の地図アプリ

「mamoru」には、現在、オーガニックやゼロウェイスト、
フェアトレード、セカンドハンド、エシカルなど、サステ
ナビリティに焦点を当てた19のカテゴリーのお店が700
ヵ所以上掲載されている（※2021年7月時点）。

　きっと、普段知る機会のなかった
体験やモノに出会えるだろう。
　自宅や職場、外出先など、街ある
きの際にはこのアプリを開き、サス
テナブルな街あるきを楽しんでみた
い。

　地球温暖化についてより深く学びたい方に、全国地球温
暖化防止活動推進センター（JCCCA）では、学校教育や各
種研修、イベント等の活動で活かせる数十種類もの展示物
や参加型学習プログラムを無料で貸出ししている。
　例えば、「持てるかな？　～エネルギーのかばん～」は、
国民一人が1日に使用するエネルギーの消費量が入ってい
るバッグを持ち上げ、その重さを体感し、重さの理由をク
イズなどで解き明かしていくプログラム。私達が身のまわ
りで消費するエネルギーを知り、エネルギーとの今後の付
き合い方を考えることができる。
　世界でもトップクラスのエネルギー消費国である日本。プ
ログラムを通じて、私たちの暮らしを今一度見直したい。

　全国の自治体が次々と2050年二酸化炭素排出実質ゼロ
を表明している。これからは、いかにしてそのビジョンを
達成するかが問われている。
　本書は、オーストリアにおける、エネルギーを介した社
会の大転換への挑戦とその仕組みを、6年にわたる現地調
査をもとに徹底解明している。
　原子力発電にNOを打ち出し、再生可能エネルギーの導
入を進めるオーストリア。
　政治・行政が明確なビジョンを持ち市民参画とパートナ
ーシップを前提として自治体をベースに持続可能な地域づ

くりに包括的に取り組む。
　山岳地帯の割合が高く条件不利
地域の農村が多いなど、日本との
地理的共通性も多いという。その
ヒントを是非学びたい。

　温暖化による不安が広がる中で、190人の研究者、専門
家、科学者の国際的なグループが結集し、地球温暖化を「逆
転」させる具体的な解決策をまとめた本が出版された。
食品の生産と消費、再生可能エネルギー、環境保全型農業、
電気自動車、教育、水、森林、ネットゼロエネルギービル
のほか、まだ耳にしたこともないような革新的な技術も紹
介されている。その中でも、よ
り実効性がある方法はなにか、
なにを優先すべきなのか、その
コストと効果にも言及している
のが大きな特徴だ。
　現状を変えていく方法を見つ
けるための参考書として、様々
な立場の方に手に取って頂きた
い一冊だ。

近所で探すサステナビリティ

オーストリアに学ぶ　エネルギー
自立と持続可能な地域づくり

地球温暖化を「逆転」させる、
注目の一冊

地球温暖化をより深く学べる教材

モノ・コトもっと知りたい

Book

Tool

Book

『ドローダウン 地球温暖化を逆転させる１００の方法』
著者　ポール・ホーケン （編著）,江守 正多 （監訳）,東出 顕子 （訳）
山と溪谷社（2020年12月）
税込価格　3,080円

「持てるかな？　
～エネルギーのかばん～」
https://www.jccca.org/
rental_item/13728
全国地球温暖化防止活動
推進センター
お役立ちツール一覧
https://www.jccca.org/
oyakudachi

mamoru
https://www.mamoru.earth/?lang=ja

『エネルギー自立と持続可能な地域づくり』
的場 信敬、平岡　俊一、上園 昌武（編集）
昭和堂（2021年 2月）
本体価格3,000円＋税
http://www.showado-kyoto.jp/book/
b554016.html

Application
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TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―お仕事の内容を教えてください。
　パタゴニアという企業でアクティビ

ズムコーディネーターをしています。

アクティビズムコーディネーターとは、

「私たちは、故郷である地球を救うため

にビジネスを営む。」という企業のミッ

ションステートメントを、たくさんの

ステークホルダーの方々と一緒に実現

していくお仕事です。例えば、NGOな

どが環境問題の現場で行う取組を発信

する時のお手伝い、研究者や自治体、

他の企業、最近では若い世代とのネッ

トワーキング、そしてそれらに対する

パタゴニアとしてのリソース提供など、

幅広く企画を行っています。現在22あ

るストアそれぞれに配置されているア

クティビズム責任者や本社他部署も含

め、社内外の多種多様な方々と日々仕

事をしています。

―「企業」のあり様について、どの
ようなお考えでしょうか。
　これまで企業という存在の多くが自

社の利益もしくは経済発展の名のもと

に、人材、リソースを抱え込んでいた

とも思います。社員への投資の意味で

重要な役割を担っていた点もあります

が、優秀な人材が所属組織にとらわれ

ています。様々な社会問題が顕在化し

てくる中で、問題を発見、解決できる

登場人物が実社会に足りていません。

より多くの人材の参加が気候危機など

の解決には不可欠です。営利企業にい

る人でも、従来の経済合理性の文脈に

とらわれず、企業の外には社会が広が

っているという意識を持つことで景色

が変わります。このように考える個人

は増えていると思いますが、事業単位、

企業単位という意味ではまだ少ないの

が現状です。しかし、いずれは企業と

いう存在も社会に溶け込んでいき、社

員一人ひとりが市民としても幅広く活

躍できると思っています。

　実はNGOも同様かもしれません。

私自身、様々な団体と直接関わること

を通じて、個別の団体を支援・協働す

るだけではなく、NGOを囲む社会の

エコシステムの醸成が大切であること

に思い至りました。大小さまざまな組

織やグループがそれぞれのミッション

のもとゴールを目指す。そし

てそれらがお互いに関わり合

うことが、大きな力になると

信じています。

―パートナーシップを体現
されていますが、日常で大切
にされていることをお聞かせ
ください。

　立場が異なる中で、相手の話を「聴

く」ことを意識しています。同じ事柄や

体験も、その相手がなぜそのように表

現するのか、ありのままに受け取るこ

とが大事です。同じ気持ちでなくても

理解し共感することができます。また、

「学びあう」ことも重要です。様々な場

づくりにおいて経験豊富な方や専門家

をお呼びする場合も、一方的に講義で

はなく社会の一員として相互に学び合

うことによって、社会をより多面的に捉

えられます。

　気候危機のような喫緊の問題が叫ば

れていますが、健全な環境が人間にも

たらすお金や物質以外の豊かさがそも

そもあります。自然環境を守ることは、

貧困や福祉といった人間社会の問題に

もつながりがあります。私はいま直接

的に貧困や福祉などの問題にアプロー

チできていませんが、良い循環につな

がる自然と人との関係づくりを通じて、

一人の市民としても活動や仕事を続け

ていきたいと思います。
[聞き手：つな環編集部]

 社会に溶け込む
 「企業」の未来像
パタゴニア日本支社　環境社会部
アクティビズムコーディネーター

中西悦子氏

2002 年パタゴニア日本支社・渋谷ストア入社。
2007 年より環境部門で環境助成金、非資金的
な環境NPONGOの支援、環境キャンペーン、
イニシアティブを担当。アクティビズムの責任
者として、気候危機をはじめとする環境・社会
問題の解決にむけ社内外の様々なステークホル
ダーと協働、共創する。助成先を対象とした宿
泊型ワークショップ「草の根活動家のためのツ
ール会議」を企画運営。パタゴニア製品との出
会いのきっかけでもあるスキーを楽しみ、ボラ
ンティアでは、北海道に生息するシマフクロウ
の研究者ともに保護活動に参加。

中西悦子（なかにし えつこ）

多様な主体が参加するワークショップを企画運営
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ユースの今
！

『SDGsで地域の環境を守ろう　～地域
で活動するNPOのためのSDGs活用
ガイド～』を発行しました！
 SDGs達成に取り組むことがNPOの
活動の活性化やパートナーシップの促
進に活用できるよう作成した、NPO向
けのSDGs活用ガイドです。PDFをQR
コードから無料ダウンロードできます。

GEOC/EPOからのお知らせ

「つな環」はインターネットからもご覧いただけます。
http://www.geoc.jp/information/tsunakan

つな環

　2021年２月にGEOCで開催され
たサステナブルファッションオンライ
ン検討会では、エシカル／サステナ
ブルファッション業界で活動を行う
様々なZ世代の団体と共に、私の所
属する団体であるGreen Sophiaも
参加させていただいた。講師として
ご講演くださった同じく大学生であ
りながら環境活動家でもあるTokyo 
vegan girl Miyuさんからは、「伝
える」ことの重要性やテクニック、
心持ちを学ぶことができた。
　後半のディスカッションでは、各
団体の取り組みや現在感じる問題な
どを共有したことで、迫り来る様々な
環境問題をこれから一緒に解決する
仲間としての横のつながりや団結を
築くきっかけになった。また、この検
討会を通して知り合った早稲田大学
発の団体Rethink Fashion Waseda
さんと交流がうまれ、他団体も含め

てのオープンミーティングの開催や
自団体内でのエシカルファッション
に対しての勉強会のコラボ開催、「エ
シカル就活」を行うAllesgoodさ
んも交え、環境問題やサステナビリ
ティに関心がある学生向けのキャリ
アセミナーの開催などの多岐にわた
るイベントを開催している。
　地球温暖化などのタイムリミット
が迫る中、環境に「関心がある層」
と「ない層」の差が開きつつあると
いう現状に危機感を覚えている。そ
の中で「ファッション」は楽しみな
がら行うことができる代表的なアク
ションであり、同世代が一緒に取り
組んでいくことができる大きな可能
性を秘めた分野だと感じる。
　いま、若い世代は変わろうとして
いる。新しい当たり前を作るのは私
たちだ。

上智大学環境系サークルGreen Sophiaの設立
者兼現代表。Green Sophiaでは現在100人以
上のメンバーが在籍しており、大学生の身近に
楽しくできる環境へのアクションを日々行って
いる。

地球環境パートナーシッププラザ　アルバイト
金城初穂（きんじょうはつほ）

サステナブルファッションから
新しい当たり前をつくる
金城初穂（地球環境パートナーシッププラザ　アルバイト）

つな環編集部 星野智子、尾山優子、江口健介、浦林貴子、菅原亮、若村高志、
今井麻希子（順不同）
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